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論 文 内 容 要 旨 
 
 題 目 
Involvement of oral bacteria and oral immunity as risk factors for chemotherapy-induced fever with 























（p <0.05）。 また、舌苔中の嫌気性細菌において、総細菌数あたりのF. nucleatum の割合
（%）は、FwN群の方が非FwN群よりも高い傾向を示した（p = 0.088）。 ROC曲線分析
により、F. nucleatum / sIgA比のAUCに基づく最適なカットオフポイントを設定したところ
0.023であり、F. nucleatum / sIgA比≥0.023のグループではF. nucleatum / sIgA比<0.023のグ
ループに比べてFwN発症のリスクが有意に高かった（HR66.062，95％CI：3.645-1197.37，
p = 0.005）。 
 
【結論】本研究の結果、血液がん患者の化学療法開始時の、口腔細菌数におけるF. nucleatum 
の割合と唾液中sIgAレベルが、FwN発症の危険因子となる可能性が示唆された。 
